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なー⊆ここー」

宇治市･ヌワラエリヤ市

友好都市盟約

４月12日に調印

　
去
る
四
月
十
二
日
、
池
本
市
長
を
団
長
と
す
る
本
市
の
調
印
団
が
ス
リ
ラ
ン

カ
民
主
社
会
主
義
共
和
国
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
を
訪
問
、
本
市
と
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ

市
の
友
好
都
市
盟
約
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
池
本
市
長
、
北
村
市
議
会

議
長
、
ラ
ジ
ャ
パ
ク
セ
ー
ヌ
ワ
ラ
エ
。
リ
ヤ
市
長
、
デ
ィ
サ
ナ
ヤ
カ
土
地
開
発
大

臣
の
四
人
が
「
経
済
・
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
分
野
で
の
結
び
つ
き

を
深
め
、
両
市
民
に
と
っ
て
有
益
か
つ
相
互
利
益
と
な
る
友
好
交
流
関
係
を
推

進
し
、
更
に
世
界
の
平
和
と
発
展
に
寄
与
す
る
」
と
の
盟
約
書
に
サ
イ
ン
、
友

好
と
相
互
理
解
を
末
長
く
続
け
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
文
化
・
教
育
な
ど
で
交
流
へ

　
調
印
式
は
、
四
月
十
二
日
ヌ
ワ

ラ
エ
リ
ヤ
市
役
所
内
二
階
大
会
場

で
午
前
十
一
時
半
か
ら
、
小
島
ス

リ
ラ
ン
カ
日
本
臨
時
代
理
大
使
、

デ
ー
コ
ス
タ
大
阪
名
誉
総
領
事
、

池
本
市
長
、
北
村
市
議
会
議
長
、

中
川
宇
治
市
・
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市

▲友好都市盟約の調印式（左からディサナヤカ土地開発大臣、ラジャパクセ市長、池本市長、北村議長）

友
好
都
市
推
進
市
民
会
議
会
長
、

ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
民
代
表
ら
両
国

関
係
者
約
百
五
十
六
が
出
席
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
調
印
に
先
立
ち
、
ス
リ
ラ
ン
カ

の
公
式
行
事
で
行
り
れ
る
点
灯
式

か
励
行
、
金
色
の
燭
台
に
、
両
市

の
代
表
者
ら
が
一
人
ず
つ
灯
を
と

皐
芭
、
厳
粛
な
中
に
も
、
友
好

調
印
式
β
し
い
な
ご
や
か
な
雰
囲

気
と
な
り
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
両
国
の
国
歌
演
奏
の

　
宇
治
市
と
の
友
好
提
携
は
以

前
か
ら
希
望
し
て
お
り
、
今
回

実
現
出
来
て
本
当
に
ラ
れ
ト
｝
ぐ

思
い
ま
す
。
締
結
は
、
両
市
に

と
っ
て
友
情
、
経
済
、
産
業
な

ど
各
方
面
で
非
常
に
有
益
な
も

の
に
な
る
と
考
岳
チ
。

後
、
ラ
ジ
ャ
パ
ク
セ
ー
ヌ
ワ
ラ
エ

リ
ヤ
市
長
、
池
本
宇
治
市
長
ら
の

祝
辞
で
始
ま
り
、
引
き
続
き
、
盟

約
書
に
、
池
本
市
長
、
北
村
市
議

会
議
長
、
ラ
ジ
ャ
パ
ク
セ
市
長
、

デ
ィ
サ
ナ
ヤ
カ
土
地
開
発
大
臣
が

署
名
を
し
ま
し
た
。

　
盟
約
書
か
そ
れ
ぞ
れ
交
換
し
た

後
、
市
旗
・
記
念
品
の
交
換
奎
竹

い
、
固
い
握
手
で
友
好
を
誓
い
合

い
、
終
始
な
ご
や
か
に
式
典
夕
終

え
ま
し
た
。

民
に
紹
介
す
る
た
め
精
一
杯
努

力
し
、
今
で
は
全
市
民
が
共
通

の
町
と
し
て
理
解
し
て
い
る
と

　
五
月
三
日
は
、
憲
法
記
念
日

で
す
。
日
本
国
恩
法
は
、
国
民

主
権
・
平
和
・
基
本
的
人
権
の

尊
重
の
三
つ
を
原
理
と
し
た
国

の
最
高
法
規
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
平
和
の
う
ち
に

生
存
す
る
権
利
、
幸
福
か
遣
求

す
る
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
権
利
は
、
他
の
な
に

も
の
か
ら
も
侵
害
さ
れ
な
い
権

利
で
あ
り
、
憲
法
で
は
、
基
本

的
人
権
と
し
て
、
全
て
の
国
民

に
等
レ
昶
障
し
て
い
未
了
。

　
と
こ
ろ
か
、
現
実
に
は
合
理

的
な
理
由
も
な
ぐ
分
げ
隔
て
た

り
、
本
人
の
貴
任
と
か
能
力
な

基本的人権の尊重を

^
ｗ
関
係
の
な
い
理
由
に
よ
っ

て
差
別
す
る
な
ぺ
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
侵
害
の
実
態
が
あ
り
ま

す
。
性
に
よ
る
差
別
、
障
害
者

に
対
す
る
差
別
、
定
住
外
国
人

に
対
す
る
差
別
、
同
和
地
区
の

人
た
ち
に
対
す
る
差
別
な
ど
で

す
。

　
と
昨
わ
け
、
同
和
地
区
の
人

た
ち
に
対
す
る
差
別
は
、
今
で

も
な
お
存
在
し
て
い
る
封
建
的

な
身
分
制
度
に
由
来
す
る
差
別

な
の
で
す
。
そ
し
て
、
就
労
や

教
育
の
機
会
均
等
、
結
婚
の
自

由
な
ど
の
基
本
的
人
権
が
不
完

全
に
し
か
保
障
さ
れ
て
い
な
い

差
別
の
な
い
社
会
は
私
た
ち
の
願
い

　
そ
の
後
、
市
広
前
で
、
池
本

市
長
、
北
村
議
長
が
、
溺
の
芥

の
記
念
植
樹
倉
付
い
、
末
長
い
友

好
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
の
こ
と
を
広
く

知
っ
て
い
た
尽
巡
い
と
考
え

未
了
。

　
今
回
の
調
印
に
よ
り
両
市
が

共
通
の
発
展
と
末
長
い
友
好
を

　
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
長
　
Ｅ
・
Ｓ
・
ラ
ジ
ヤ
パ
ク
セ

確
信
し
て
い
車
ｙ
。
宇
治
市
民

の
皆
さ
ん
に
も
、
ス
リ
ラ
ン
カ

の
お
い
し
い
紅
茶
以
外
に
、
ヌ

手
を
つ
な
ぎ
、
今
後
の
発
展
を

共
に
目
指
し
て
、
末
長
い
友
好

を
願
う
も
の
で
罵

両
市
は
、
必
ず
や
新
し
い
友
情

と
信
頼
の
輪
か
広
げ
て
い
く
も

の
と
確
信
し
未
了
。

多
く
の
共
通
点
か
石
っ
た
両

　
市
が
友
好
都
市
の
盟
約
を
結
び
、

　
産
業
・
教
育
・
文
化
等
を
通
じ

　
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
は
、
意

　
義
深
い
も
の
が
あ
り
求
ｙ
。

　
　
本
日
の
調
印
式
を
機
と
し
て
、

”
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

新

し

里
ヂ
。

　
両
市
の
未
来
蔵
夢
と
希
望

に
満
ち
た
も
の
と
す
る
為
に
、

新
し
い
友
情
と
信
頼
の
輪
を

　
　
　
　
　
　
宇
治
市
長
　
池
本
正
夫

　
両
市
民
間
の
心
と
心
の
つ
な

が
ぴ
が
、
世
界
の
平
和
と
繁
栄

に
大
字
含
献
す
る
も
の
と
信

　
互
い
に
力
を
寄
せ
合
い
、
と
も

　
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い

　
合
い
た
い
と
思
い
康
司

　 　 　 　 　 　 　 　 ●
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調
印
ま

で
の
歩

み
　
昭
和
5
9
年
６
月
　
ス
リ
ラ
ン
カ

企
画
庁
事
務
次
官
ヴ
ィ
ー
フ
ソ
ー

リ
ャ
氏
と
在
大
阪
名
誉
総
領
事
デ

ー
コ
ス
タ
氏
が
来
宇
。
ヌ
ワ
ラ
エ
リ

ヤ
市
と
宇
治
市
と
の
友
好
都
市
提

携
の
正
式
要
請
が
行
わ
れ
る
。

　
昭
和
5
9
年
‥
‥
月
ラ
ジ
ャ
パ
ク

セ
ー
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
長
が
宇
治

市
を
訪
問
。
宇
治
市
と
の
友
好
都

市
提
携
の
直
接
要
請
と
、
本
市
か

ら
の
使
節
団
の
訪
問
要
請
。

　
昭
和
6
0
年
４
月
石
井
団
長
（

助
役
）
以
下
友
好
調
査
団
1
0
人
が

ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
を
訪
問
。
ラ
ジ

ャ
パ
ク
セ
市
長
外
行
政
・
財
界
代

表
者
と
意
見
交
換
衆
耳
£
と
も

に
同
市
の
実
情
等
を
調
査
。

・
昭
和
6
0
年
８
月
宇
治
市
・
ヌ

ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
友
好
都
市
推
進
市

民
会
議
が
発
足
。

　
昭
和
6
0
年
８
月
ラ
ジ
ャ
パ
ク

セ
市
長
が
宇
治
市
夕
訪
問
。
調
印

式
の
日
程
・
場
所
等
か
低
一
議
。

　
昭
和
6
0
年
‥
‥
月
市
民
文
化
祭

で
ス
リ
ラ
ン
カ
物
産
展
を
開
催
。

　
昭
和
6
0
年
‥
‥
月
　
ラ
ジ
ャ
パ
ク

セ
市
長
以
下
ｉ
人
が
宇
治
市
を
訪

問
。
6
1
年
４
月
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市

で
調
印
す
る
こ
と
が
決
定
。

・ 一 － －大
な
人
権
侵
害
の
問
題
な
の
で

す
。

　
患
法
記
念
日
を
機
会
に
、
一

人
ひ
と
皿
が
お
互
い
の
人
権
を

尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
か
見

つ
め
直
し
、
差
別
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
い
て
行
き
ま
し
ょ

う
。
　
　
　
（
同
和
対
策
室
）

585

5 月 3 日 は 憲 法 記 念 日

両
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ビリー・ヴォーン楽団

5月25日（日）ＰＭ3：00開演

文化会館（大ホール）
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江
戸
時
代
に
は
、
多
く
の
農

民
が
困
窮
し
た
生
活
か
送
っ
て

い
た
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、

水
害
を
被
る
こ
と
が
多
か
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
火
災
は
、
そ
の
原
因
の
大
部

分
が
人
為
に
よ
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
あ
る
程
度
禾
然
に
防
ぐ

こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
水

当
は
自
然
発
生
的
で
あ
り
、
当

時
の
土
木
技
術
で
防
ぐ
こ
と
は
、

大
変
困
難
で
あ
っ
た
。

　
事
実
、
毎
年
の
ふ
つ
に
、
宇

治
地
域
で
は
水
害
が
発
生
。
棋

島
村
の
村
高
は
三
千
百
二
十
石

余
で
あ
っ
た
が
、
五
百
五
十
石

余
が
作
付
け
不
可
能
と
し
て
、

例
年
年
貢
の
対
象
外
と
さ
れ
て

い
た
。
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）

に
は
年
貢
対
象
の
二
千
五
百
七

十
石
余
も
無
収
穫
と
な
り
、
当

然
年
貢
は
課
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
伊
勢
田
村
の
枝
郷
新

田
村
で
は
再
三
、
無
収
穫
の
た

の
た
め
宇
治
川
が
増
水
。
夜
に

な
っ
て
宇
治
川
右
岸
の
馬
場
通

り
が
浸
水
し
、
や
が
て
観
流
亭

お
よ
び
興
聖
寺
門
前
の
民
家
が

流
失
。
左
岸
で
も
、
茶
頭
取
の

上
林
門
太
郎
家
を
は
じ
の
、
茶

師
、
農
民
の
家
屋
や
橋
姫
神
社

が
押
し
流
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

宝
暦
の
大
洪
水

め
無
年
貢
と
な
っ
た
、
こ
の
よ

う
な
例
は
他
村
に
も
見
ら
れ
、

い
か
に
水
害
が
多
か
っ
た
か
を

物
語
っ
て
い
る
。

　
と
り
わ
け
、
宝
暦
年
間
に
発

生
し
た
水
害
は
、
最
大
規
模
の

被
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
九
月
十

六
日
、
前
日
か
ら
降
り
続
く
雨

下
流
の
大
曲
的
｛
付
近
で
も
、
堤

が
決
壊
し
て
棋
島
村
が
冠
水
。

宇
治
橋
も
流
失
し
、
塔
の
島
の

十
三
重
石
塔
は
八
尺
四
方
の
基

部
か
ら
崩
壊
し
、
流
れ
に
沈
ん

だ
の
で
あ
る
。

　
こ
の
洪
水
で
は
、
横
島
村
内

の
茶
園
が
全
滅
。
そ
の
後
、
江

戸
時
代
に
は
、
措
５
　
村
内
で
再

び
茶
が
栽
培
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
翌
年
の
お
茶
壷
（
つ

ぽ
）
道
中
も
宇
治
橋
流
失
の
影

響
で
、
行
路
が
六
地
蔵
か
ら
伏

見
・
向
島
・
横
島
堤
を
巡
る
と
い

う
、
異
例
の
も
の
と
な
っ
た
。

　
宇
治
郷
の
年
貢
率
は
、
通
常

時
に
は
四
〇
％
前
後
で
あ
っ
た

　
　
が
、
こ
の
年
は
二
〇
％
以

　
　
下
と
な
っ
た
。

　
　
　
こ
れ
は
、
宇
治
郷
民
に

　
　
対
す
る
領
主
の
救
済
策
で

　
　
あ
っ
た
ろ
う
。
当
然
、
困

窮
し
て
い
た
茶
師
に
も
、
幕
府

や
大
名
か
ら
何
ら
か
の
救
済
が

施
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
大
水
害
は
、
明
和
二
年
（
一
七

六
五
）
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）

慶
５
四
年
（
一
八
六
八
）
に
も
発

生
。
農
民
は
、
・
重
い
年
貢
を
負

担
す
る
以
上
に
、
水
害
に
脅
か

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の

暮
ら
し
は
、
常
に
水
と
の
戦
い

で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
、
過
言

で
は
な
い
。

（
歴
史
資
料
館
）

▲古絵図にみる洪水のようす(下向きに北)

第２回歴史講座

～湖岸の土地と生活~

５月10日(土)ＰＭ２:00～4:00

　
中央公民館展示集会室

　
講師…金田章裕嘱託館員

　
　問い合わせ・歴史資料館(電話203111)

ボランティア活動のマ

ークと標語決まる

　
児
吊
社
会
福
祉
協
議
会
・

ボ
ラ
ン
ト
ピ
ア
事
業
推
進
協
議

－ － － － － － － － － － － －

会
で
は
、
こ
の
程
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
象
倣
て
る
マ
ー
ク

の
作
成
と
、
標
語
の
募
集
を
行

い
ま
し
た
。

　
マ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
京
都

高
等
工
芸
学
校
に
犯
低
依
頼
。

福
祉
の
心
を
表
す
鳩
（
ハ
ト
）
の

背
景
に
宇
治
（
Ｕ
ｊ
・
‐
）
の
文
字

を
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　
標
語
は
、
広
く
市
内
外
か
ら

募
集
。
ら
募
総
数
百
三
十
七
点

の
中
か
ら
、
八
点
が
入
選
し
ま

し
た
。

　
Ｏ
最
優
秀
賞
・
：
「
福
祉
の
輪

　
ひ
ろ
げ
て
住
み
よ
い
お
茶

の
町
」
（
掃
部
久
子
・
宇
治
市
Ｊ

　
○
優
秀
賞
・
：
「
奉
仕
の
輪

広
げ
て
咲
か
そ
う
福
祉
の
花

を
」
（
谷
岡
百
合
子
・
宇
治
市
）
。

「
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
豊
か
な
心

で
豊
か
な
出
会
い
」
（
松
野
洋

子
・
舞
鶴
市
）
。

　
他
に
、
佐
々
木
秀
希
（
加
茂

町
）
。
ふ
昇
八
郎
（
京
都
市
）
、
西

山
政
子
（
宇
治
市
）
、
馬
込
和
夫

　
（
宇
治
市
）
、
柴
田
美
代
（
宇
治

市
）
の
五
人
が
入
選
。
〔
敬
称

芭
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

社
会
福
祉
協
議
会
の

　
　
会
員
を
募
集

　
今
、
人
口
の
高
齢
化
や
核
家

族
化
な
ど
急
速
な
社
会
変
化
の

中
で
、
地
城
に
根
ざ
し
た
孝
の

細
か
な
福
祉
の
推
進
が
必
要
に

な
っ
て
来
て
い
ま
す
。

　
宇
治
市
社
協
で
は
、
市
民
参

加
で
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
に
、

全
戸
会
員
制
の
達
成
、
小
地
区

社
協
の
整
備
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
振
興
を
図
っ
て
行
ぐ
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
宇
治
市
社
協
が
、
地
域
福
祉

を
推
進
す
る
中
核
と
し
で
居
動

出
来
る
ぶ
コ
、
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
康
ｙ
。

　
〔
会
費
（
年
額
）
〕

　
▼
一
般
会
員
：
五
百
円
▼
賛

助
会
員
・
・
・
千
円
以
上
▼
特
別
会

員
・
・
・
一
万
円
以
上
。

　
詳
し
ぐ
は
、
宇
治
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
容
⑩
5
6
5
0
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）
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児童手当法が改正　6月1日から２人目の子どもも対象に

　
六
月
一
日
か
ら
、
児
童
手
当
制

度
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
児
童
手
当
は
、
児
童
を

三
人
以
上
養
育
し
て
い
る
人
（
そ

の
内
、
一
人
以
上
が
義
務
教
育
終

了
前
の
児
童
）
に
支
給
。
六
月
以

後
は
、
児
童
を
二
人
以
上
養
育
し

て
い
る
人
で
も
、
受
給
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
制
度
で
は
、
昭
和
六
十
三
年

四
月
ま
で
、
段
階
的
に
支
給
対
象

者
が
套
ぢ
毒
了
。
各
期
間
の
対

象
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
受
給
出
来
る
人

○
昭
和
6
1
年
度
（
6
1
年
６
月
１
日

　
～
6
2
年
３
月
3
1
日
）

　
▼
２
人
目
の
子
夕
も
の
分
・
：
6
1

年
６
月
１
日
現
在
で
、
満
２
歳
未

満
（
5
9
年
６
月
２
日
以
降
生
次
れ
）

の
坦
崇
誉
む
、
２
人
以
上
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
。

　
▼
文
目
以
降
の
子
戸
石
の
分

・
・
・
従
来
ど
お
り
、
義
務
教
育
終
了

▲子どもたちの幸せは全ての親の願い(宇治保育所で)

前
の
児
童
を
含
む
、
見
以
上
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
。

○
昭
和
6
2
年
度
（
6
2
年
４
月
１
日

　
～
6
3
年
３
月
４
は
）

　
▼
２
人
目
の
早
戸
石
の
分
…
6
2

年
４
月
１
日
現
在
で
、
満
４
歳
未

満
（
5
8
年
４
月
２
日
以
降
生
次
れ
）

の
児
童
を
含
む
、
ｌ
人
以
上
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
。

　
▼
見
目
以
降
の
ヱ
か
七
の
分

・
：
6
2
年
４
月
１
日
現
在
で
、
満
９

歳
未
満
（
5
3
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
）
の
児
童
を
含
む
、
見
以

上
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
。

○
昭
和
6
3
年
度
以
降
（
6
3
年
４
月

　
１
日
～
）

　
２
人
目
、
３
人
目
以
降
の
い
ず

れ
も
、
就
学
前
の
児
童
を
含
む
、

２
人
以
上
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
。

　
所
得
の
制
限

　
前
年
の
収
入
が
、
一
定
額
以
上

の
人
は
受
給
出
来
ま
せ
ん
。
下
表

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
支
給
額
（
月
額
）

　
▼
２
人
目
の
児
平
・
二
千
五
百

円
▼
３
人
目
以
降
の
児
単
：
五
千

円
。

　
た
だ
し
、
市
民
税
所
得
割
非
課

税
者
へ
の
加
算
制
度
（
月
額
二
千

円
）
は
、
廃
止
さ
れ
未
了
。

　
認
定
請
求
の
手
続
き

　
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
印
鑑

か
痔
っ
て
福
祉
課
の
窓
口
へ
。
保

護
者
の
銀
行
口
座
番
号
も
お
忘
れ

な
く
。

　
な
お
、
既
に
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
る
人
に
は
、
五
月
末
に
現

況
届
を
お
送
り
１
　
ま
す
。
六
月
中

に
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
ぐ
は
、
福
祉
課
（
豊
⑩
3

1
4
1
）
へ
。
　
　
（
福
祉
課
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

仕
事
の
提
供
を

　
宇
治
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
は
、
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

（
満
六
十
歳
以
上
）
が
．
短
期
的
な

仕
事
に
従
事
し
て
老
後
の
生
き
が

い
奎
ｔ
実
さ
せ
る
と
共
に
、
人
生

経
験
や
職
業
経
験
の
豊
富
な
高
齢

者
の
労
働
能
力
を
生
か
し
て
、
活

力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与

●児童手当の所得制限額

扶養親族等の数 所得額 収入額

Ｏ人 133万円 213,6万円

１ 163 256,4

２ 193 299,3

３ 223 340,6

４ 253 378,1

５ 283 415,6

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
未
了
。

　
同
セ
ン
タ
ー
が
、
昨
年
七
月
に

咎
言
て
か
ら
八
ヵ
月
が
経
過
し
、

次
第
に
会
員
数
が
増
加
。
仕
事
の

依
頼
に
対
応
出
来
る
職
種
並
び
に

人
員
数
の
広
が
旦
百
ぜ
て
来
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、

●特例給付(国民年金を除く公的年金加入者)

扶養親族等の数 所得額 収入額

0 人 307,5万円 446,3万円

１ 337,5 483,8

２ 367,5 521,3

３・ 397,5 558,8

４ 427,5 596.3

５ 457,5 630,P

※所得額は. 給与控除後の金頷、

両表とも、社会保険料控除として、８万円を加

算出来ます。その他の控除については、窓口で

お尋ねください。

会
員
数
に
ら
じ
た
仕
事
が
不
足
し
、

高
齢
者
の
経
験
と
能
力
を
発
揮
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
状
況
で
す
。

　
哲
｛
ん
の
ご
家
庭
や
事
業
所
で

次
の
よ
シ
な
仕
事
が
あ
り
ま
し
た

ら
同
セ
ッ
タ
ー
（
市
民
会
館
内
・

豊
⑩
1
7
3
4
）
ま
で
ご
連
絡
を
。

　
〈
仕
事
の
種
類
〉

　
毛
筆
、
筆
耕
、
あ
て
名
書
き
、
留

　
　
　
　
　
　
　
　
－
―
1
1
1
1
1
1
　
I

守
番
、
家
事
手
伝
い
、
植
木
の
せ

ん
て
い
、
一
般
事
務
、
経
理
事
務
、

屋
外
で
の
軽
作
業
（
庭
掃
除
、
除

草
な
ど
）
、
簡
単
な
大
工
仕
事
、
左

官
、
ペ
ン
キ
塗
り
な
ど
。

　
会
員
も
募
集

　
六
十
歳
以
上
の
退
職
者
な
ど
で
、

働
く
意
欲
の
あ
る
人
は
、
同
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
欠

　
時
間
は
、
平
日
が
午
前
八
時
半

か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
土
曜
日
は

午
前
中
だ
け
。
日
・
曜
・
祝
日
は
休

み
で
す
。

（
福
祉
課
）

テ
レ
ビ
市
政
だ
よ
り

　
５
月
５
日
㈲
放
送
は
、
７
日
（
水
）
に
変
更

巨椋(おぐら)池の歴史地理

児童手当法が改正
宇
治
市
史

の
窓



　
小
学
生
卓
球
教
室

　
▼
と
き
・
：
５
月
1
7
日
山
～
７
月

５
日
出
ま
で
の
ほ
週
土
曜
日
８
回
、

い
ず
れ
も
午
後
３
時
～
５
時
▼
と

こ
ろ
・
・
・
茶
道
第
二
小
学
校
体
育
館

▼
対
象
・
定
員
・
：
小
学
生
3
0
人
（

先
着
順
）
▼
参
加
料
・
・
・
無
料
▼
申

し
込
み
…
電
話
で
市
民
体
育
課
へ
。

　
第
３
回

　
宇
治
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

　
▼
と
き
…
５
口
J

1
0
時
ス
タ
ー
ト
▼
集
合
場
所
・
：
塔

の
に
▼
参
加
対
象
上
般
（
Ｉ
チ

ー
ム
は
２
よ
叉
で
構
成
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
児
童
だ
け
の
参
加

は
不
可
）
▼
コ
ー
ス
・
：
Ａ
ａ
太
陽

が
丘
．
Ｂ
土
ｔ
ハ
ヶ
瀬
▼
定
輿
・
：
Λ

・
Ｂ
ａ
コ
ー
ス
4
0
チ
ー
ム
▼
参
加

料
…
謡
‥
‥
円
（
Ｉ
人
）
▼
申
し
込

会
員
を
募
集
中

　
皆
さ
ん
は
、
宇
治
公
民
館
の
「
宇
治
自
然

史
２
フ
フ
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
ク
ラ
フ

ガ
出
来
て
か
ら
今
年
で
五
年
目
。
昨
年
は
、

南
山
城
和
束
町
や
丹
波
高
原
ま
で
足
を
延
ば

し
、
岩
石
を
採
集
し
ま
し
た
。
た
だ
今
、
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
友
だ
ち
と
誘
い

合
っ
て
入
会
し
ま
せ
ん
が
。

　
例
会
で
は
、
指
導
者
の
楽
し
い

話
か
曲
い
た
り
、
化
石
や
鉱
物
の

整
理
を
し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、

野
外
学
習
で
は
、
地
層
や
岩
石
を

観
察
し
た
り
採
集
し
な
が
ら
自
然

の
姿
を
探
っ
て
い
孝
柔
ｙ
。
楽
し

く
学
ん
で
自
然
に
強
く
な
る
フ
／

▲和束町での野外学習（60年６月16日）

　宇治自然史クラブの例会日程表

小学5･6年生

中学生

高校生

　
入
会
あ
ん
な
い

▽
対
象
…
市
内
に
庄
ん
で
い
る
小

　
学
校
５
・
６
年
生
、
中
学
生
、

　
高
校
生

▽
定
員
・
・
・
3
0
人
（
先
着
順
）

▽
会
ｎ
・
・
・
五
百
円
（
半
年
分
）

　
た
だ
し
、
野
外
学
習
の
交
通
費

　
は
各
自
負
担

▽
例
会
・
・
・
左
表

▽
会
場
…
宇
治
公
民
館

▽
指
導
者
・
・
光
維
孝
館
中
学
校
教

　
諭
、
吉
川
健
次
さ
ん

伊
勢
田
町
北
山

　
加
治
屋
　
舞
ち
ゃ
ん

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
：
宇

　
治
公
民
館
（
宇
治
里
尻
7
1
1
9
・

　
豊
⑩
2
8
0
4
）
へ
電
話
か
来

　
館
で
。
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

回 日　　時 内　■mテーマ)

１ 　5 (117日(IJ
午後2時～4時

オリエンテーション
化石の話

２ 　　５月25U(li)
午前9時～午後1時

野外学拙宇治日原町奥山田方面）

宇治田原の化石を調べよう

３
　６月７日山
午後2時-4時

宇治田原町の化石の整理
ペグマタイト鉱物
　　　(水品)の話

４ 　6
;i22H(ll)

午前9時～午後4時

野外学習(京都愛宕山方面)

ペグマタイト鉱物　　　(水[1)を調べよう

５ 　7 )]＼2日出
午後2時～４時

宇祐地方の山地

　の岩石、鉱物について

６ 　　７月24日(ね午前9時～午後4時
野外学習(宇治市笠取ぢ面)
宇治北方の岩石,鉱物
　　　　　を調べよう

７
　８月28日(≪
午後２時～４時

岩石、鉱物の整理
石灰岩についての話

８ 　９月７日(II)
午前9時～午後4時

野外学習(京都市大原野方面)

石灰岩について調べよう

９
　9 mo日川

午後2時~ 4時

石灰岩のり理、研磨

学習のまとめ

市民体育の

　お知らせ

脈鋪細

示内府ヨ

幸万万……;IW=JLIﾂlj｀J　　回]j……

…゜………

　'丿...｀　　　　･'・　.
づ

h

………

ｸﾄiこそ

丿

りｻ??S

市民体育課(S図3141)

み
・
・
・
５
月
1
0
日
ま
で
に
電
話
で
市

民
体
育
課
へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
山

本
理
恵
子
さ
ん
（
豊
⑩
1
4
8
9
）

へ
。

　
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
き
⑩
3

8
9
4
）
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
親
子
の
た
め
の

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座

　
▼
と
き
…
５
月
2
5
日
間
、
６
片

７
日
出
、
2
2
日
㈲
、
７
月
５
日
出
、

2
7
日
㈲
、
９
月
６
日
山
、
2
8
日
剛
、

1
0
月
４
日
出
、
時
間
は
、
土
曜
日

が
午
後
１
時
～
３
時
、
日
曜
日
が

午
前
1
0
時
～
正
午
。
８
月
に
は
日

帰
り
キ
ャ
ン
プ
、
1
0
月
に
は
ハ
イ

キ
ン
グ
を
予
定
▼
と
こ
ろ
…
宇
治

公
民
館
大
会
議
室
▼
資
格
よ
‥
少

年
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
リ
ー
ダ
ー

か
恚
す
人
▼
定
り
：
視
子
3
0
組
（

親
だ
け
で
も
可
）
▼
受
講
料
・
三

千
円
（
日
帰
り
キ
ャ
ン
プ
、
ハ
イ
キ

ン
グ
に
つ
い
て
は
実
賢
が
必
要
）

▼
巾
し
込
み
…
５
月
2
0
日
ま
で
に

市
民
体
育
課
へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
：

山
本
理
恵
于
さ
ん
（
豊
⑩
1
4
8

9
）
ま
で
。

　
市
民

　
オ
リ
エ
ン
テ
－
リ
ン
グ
大
会

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
‥
Ｈ
日
間
、
午
前

８
時
半
～
1
0
時
半
▼
集
合
場
所
…

太
陽
が
丘
公
園
セ
ン
タ
ー
南
側
芝

生
園
地
で
受
け
付
け
▼
ク
ラ
ス
ー

コ
ー
ス
距
離
・
：
下
表
▼
参
加
料
…

個
人
上
二
百
円
、
グ
斗
・
‐
・
プ
＝
Ｉ

人
百
円
▼
持
参
品
・
：
赤
ボ
ー
ル
ペ

ン
。

　
な
お
、
コ
ン
パ
ス
は
主
催
者
で

用
意
し
ま
す
。
小
雨
決
行
。

　
市
民
歩
こ
う
会

　
ｙ
と
き
・
：
５
月
１
１
‥
日
㈲
、
’
午
前

８
時
半
、
京
阪
宇
治
駅
前
男
Ｅ
▼

コ
ー
ス
…
京
阪
宇
治
駅
止
示
阪
山

市民オリエンテーリング大会のクラス･距離表

闘人 馴　人グ弓ス

Ａ
７ヽ８｀．

中学生以±の個人

Ｂ ５ヽ７≒中.･かt以-.の個人ゆ几,剔'りきi

ア４－ブ

I2ヽ5人

　1≪')

一　般
フラ又

Ａ ６ヽ８‘．
男, ftまたは此合て構成する･ヽ－ティ

Ｂ ５－７｀．
･h. 女または,Ｋ合て構成するハーティ

け丿■Ofi･向き）

家　桟
クうス

４～６゛． I どもをきむ一･≪杖でW成するパーティ

少￥少女’
クラス

４ヽ６ ゛．
n歳までの男児もしくは女児だけのパ

ーティ.あiいはその温かの･ヽ‘－ティ

科
駅
↓
Ｅ
沙
門
堂
（
び
し
ゃ
ち
ん

と
つ
）
↓
池
谷
地
蔵
よ
近
江
神
宮

　
（
解
散
）
ま
で
の
約
1
3
J
▼
準
備

品
…
弁
司
水
筒
、
雨
具
な
ど
、
。

交
通
費
各
自
負
担
▼
問
い
合
わ
せ

・
：
木
村
長
次
さ
ん
（
き
四
3
6
3

3
）
へ
。

雨
天
の
場
合
は
1
8
日
に
順
鴨

　まいちゃんは、好き嫌いをしな

いで何でも食べるおりこうさん。

元気にすくすく育っています。

　この欄に掲載するお子さん（61

年５月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

お
知
ら
せ

　
社
会
保
険
相
談
所

　
五
月
の
開
設
日
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
５
月
９
日

面
、
午
後
１
時
～
４
時
＝
小
倉
公

民
館
。

　
年
金
や
健
康
保
険
な
ど
身
近
な

社
会
保
険
制
度
の
相
談
業
務
を
行

っ
て
い
ま
す
。
相
談
に
は
社
会
保

険
相
談
専
門
員
が
応
じ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
こ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

　
お
は
な
し
会

　
相
雀
の
世
界
に
遊
ぶ
お
は
な
し

会
・
・
・
。
・
親
子
零
っ
っ
て
楽
に
沌
で

み
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご
参
加

のりものの本しゅっぱつしんこう

　
市
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
活
動
損
害

補
凱
保
険
の
更
新
と
、
新
規
加

入
申
し
込
み
の
団
体
か
沢
の
要

領
で
募
災
し
ま
す
。

　
〈
対
象
〉

　
社
会
教
育
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
ー

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
団
体
、
青

少
年
健
全
育
成
団
体
、
子
片
も
・

学
習
・
研
究
の
た
め
の
文
化
サ

ー
ク
ル
、
福
祉
団
体
な
ど
。

　
た
だ
し
、
団
体
活
動
中
で
集

合
地
か
ら
解
散
地
ま
で
の
間
に

起
き
た
事
故
に
限
ら
れ
ま
す
。

り
ま
せ
ん
）
。
補
償
限
度
額
は
対

人
賠
償
＝
二
千
万
円
（
人
）
、

１
事
故
＝
五
千
万
円
、
財
物
賠

償
＝
二
百
万
円
。
免
責
額
は
一

万
円
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

　
　
　
加
入
団
体
を
募
集

　
〈
内
容
〉

　
行
事
参
加
者
の
人
身
事
故
に

対
し
、
貴
任
者
や
指
導
者
が
法

律
上
の
賠
償
責
任
を
負
っ
た
場

合
に
適
用
（
傷
害
保
険
で
は
あ

の
費
用
を
対
象
に
一
定
の
補
助
を

す
る
も
の
で
す
。

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
補
助
金
申

請
は
五
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

　
こ
の
制
度
の
適
用
を
ご
希
望
の

人
は
、
五
月
六
日
ま
で
に
宇
治
地

方
振
興
局
総
務
課
（
酋
⑥
2
1
0

1
）
ま
た
は
市
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
技
能
向
上
訓
練

　
　
　
受
講
者
を
募
集

　
京
都
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は

左
表
の
と
お
り
向
上
訓
練
講
習
会

を
開
浙
蛋
す
。

　
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
京

都
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
開
発
援
助

課
（
ａ
ｏ
７
晶
7
3
9
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

向上訓練講習会の日程･内容表
講f1 名 期間一時間 受講料 締めりJり 定員

NC旋盤基本作文 6/2-13
午後6時～９時 1,000円 5/26 10人

マイクロコンピューター
BASIC言語初級 5/12.14.16.19.21.23

午H"i9時～乍後4時15分2.000円 5/9 14人
マイコン
アセンブリ言is

5/26.2H.30.6/2.4.11
午前9時～午後4時15分 2.500円 5/19 14人

電友工多士受験準備講習
5/11.17.18午前9時～午後4時15分 3.000円 5/9 50人

弾性miの＆面洗浄法 6／7.8
乍前9IIJ-午ft5昨 2,000円 6/2 20人

　
〈
有
効
期
間
〉

　
認
定
を
受
け
て
か
ら
昭
和
6
2

年
４
月
１
日
、
午
後
４
時
ま
で
。

　
〈
申
し
込
み
〉

　
団
体
の
代
表
者
が
、
加
入
手

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

５
月
２
日
か
ら
服
用

　
五
月
二
日
か
ら
、
ポ
リ
オ
（
急

性
灰
白
髄
炎
）
生
ワ
ク
チ
ン
の

服
用
が
始
ま
り
ま
す
。
日
程
や

会
場
な
ど
詳
レ
ｙ
は
、
六
十
一

年
度
版
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と

続
き
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
（
更
新

の
場
合
も
改
め
て
必
要
で
す
）
。

　
詳
？
は
、
活
動
に
日
常
関

係
が
あ
る
市
役
所
の
課
・
室
な

ど
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
こ
の
保
険
制
度
賤

　
　
　
　
社
会
教
育
団
体
な
ど

の
貴
任
者
・
指
導
者

が
、
そ
の
活
動
中
に

行
事
参
加
者
な
ど
第

三
者
の
身
体
、
財
物
に
損
告
を

与
え
た
場
合
の
賠
償
責
任
か
禰

償
す
る
た
め
に
、
五
十
九
年
五

月
か
ら
市
が
設
け
て
い
る
も
の

で
す
。
　
　
　
　
（
総
務
課
）

手
び
き
」
を
２
？
だ
さ
い
。

　
歯
の
教
室

の
た
め
に
、
歯
の
教
室
を
開
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
1
5
日
㈹
、
午

後
１
時
半
ト
３
時
半
（
た
だ
し
、

身
体
測
定
を
希
望
の
人
は
午
後

１
時
か
ら
受
け
付
け
）
▼
と
こ

ろ
・
・
・
宇
治
保
健
所
▼
対
象
・
：
１

歳
未
満
児
の
保
護
者
ま
た
は
妊

婦
▼
内
容
・
：
○
赤
ち
ゃ
ん
の
生

　
宇
治
保
健
所
で
は
、
子
ご
も
一

の
健
や
か
な
成
長
と
虫
歯
予
防
;

I

活
と
歯
○
虫
歯
予
防
に
つ
い
て
’

○
赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
＾
お
や
つ
一

の
試
食
）
○
歯
の
磨
き
方
。
こ
　

　

の
外
、
歯
科
相
談
、
離
乳
相
談
、

育
児
相
談
な
ど
石
行
い
ま
す
。

ま
た
希
望
者
に
は
身
長
・
体
重

測
定
も
し
ま
す
▼
定
員
…
5
0
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
：

宇
治
保
健
所
（
容
・
⑩
2
1
9
1
）

へ
電
話
で
。

！
！
！
！
！
！
！
！
1
1
1
1
1
1
1
1
！
‰

館
　
中
央
図
書
館
・
歴
史
資
料
館
（
折
居
台
一
丁
目
・
文
化

　
　
セ
ン
タ
ー
内
）
は
、
五
月
三
日
叫
四
日
闘
、
五
日
㈲
の

休
三
日
間
休
館
し
ま
す
・
＾
中
央
図
書
館
゜
歴
史
資
料
館
）

587

く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
…
５
月
1
4
日
困
、
午
後

３
時
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
…
小
倉

公
民
館
保
育
室
▼
内
容
・
・
・
読
み
聞

か
せ
、
紙
芝
居
、
お
話
▼
対
象
・
：

幼
児
・
小
学
校
低
学
年
と
母
親
、

保
護
者
▼
問
い
合
わ
や
・
・
中
央
図

書
館
サ
ー
ク
ル
「
絵
本
の
会
」
代

表
、
後
藤
礼
子
さ
ん
（
萱
⑩
8
9

9
1
）
へ
。
　
（
中
央
図
書
館
）

　
文
化
財
修
理
に

　
　
　
　
府
の
補
助
金

　
府
で
は
、
国
民
共
通
の
財
産
で

あ
る
社
寺
な
ど
の
文
化
資
料
を
保

存
し
、
長
く
後
世
に
伝
え
て
い
く

た
め
に
補
助
金
制
度
を
設
け
て
い

圭
Ｊ
。
こ
れ
は
、
府
が
認
め
た
文

化
財
の
修
理
、
皆
火
・
防
犯
な
ど

　電車、飛行機など乗

り物の本がいっぱい。

ぜひ来てください。

６月29日(日)まで

中央図書館児童書コーナー

し
な
い
さ
せ
な
い
迷
惑
駐
車

迷
惑
駐
車
追
放
市
民
運
動

５
月
１
日
～
３
１
日

保健予防の，お知らせ

宇治自然史クラブ
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●20H (If少年文化研修道場o時｡~正午。宇

額の算定など、お気軽にご相談ください。

　　献血

・20H

(If少年文化研修道場o時｡～正午。宇

治黄槃病院13時半～15時半),

23日(コピ

ア〈株〉関西工場10時~正午。粟村金属工業

〈株〉13時半～15時半)。

　　飼えなくなった犬・猫の引き取り

●13日(木幡公民分館10時40分発、小倉公民

館10時50分発、旦椋公会堂ｎ時10分発、宇

治保健所11時半着)｡その他、毎週月曜日

　(午前９時～lO時半)宇治保健所で実施。

　　相談あんない

●青少年相談(16日、市民会館13時～16時)。

●京都府交通事故相談(7日、21日、京都府

宇治地方振興局a@2049、9時～16時)。

交通事故の法律問題、示談のしかた、賠障

　このほか。市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委貝会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

談は月～金曜日の10時～16時に総合福祉

会館3 階の家庭児童相談室（n⑩8698）

で。高齢者職業相談（無料）は毎週火・

金曜日の９時～16時に総合福祉会館2 階

の老人福祉センター（豊⑩5652）で。

,5月2日～4日　中央公民館で

　春の市民文化祭が、５月２日(金)から４日

(日)まで中央公民館(文化センター内)で開

かれます。・作品展示…午前９時～午後５時

(4日は午後４時まで)。生花、山草、水石、

書道、陶工芸、手工芸、文芸(俳句、短歌、

エスペラント外)など市民の作品約400点■

山草植え込み講習会…３日、午前10時から、

■｢源氏物語宇治十帖｣スライド映写会…3日。

午後１時半から■菊作り講習会…４日、午後

１時半から。茶席もあります。

　　　・問い合わせ社会教育課(n@3i4i)

生
花
、
手
芸
作
品
な
ど
展
示

宇
治
市
中
央
図
書
館
（
容
⑩
1
5
1
1
）

燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141）　　　　　　　　　　　　　　　　し　尿m南衛生管理組合電話075－631－5171）　　　　　　小倉町（奥畑）

　　　　　　南陵町（全域）
　　　　　　羽拍子町（国道筋を除く全域）
5/1　　19　神　　明（全域）
　　　　　　宇　　治（蛇塚、大谷、野神一部）
　　　　　　琵琶台（全域）
　　　　　　広野町（小根尾一部）

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域

1　　23　南山畑、北山畑、大瀬戸(国鉄以東)、中村(国鉄以東)、東中(国鉄以東)、北畠一部
2　　24　北畠．桧尾､･半尾、須留
6　　26　花揃、赤塚、陣之内(国鉄以東)、御園、御蔵山、畑山田、北御m、正中(国鉄以東)町並一部
I　　27　北御蔵山(平尾)、中御蔵山、町並、奈良町、畑町、炭山令域

　　　　　　正中(国鉄以西)、西中一部、東中(国鉄以西)、陣之内(国鉄以西)、河原、北島、徳永、
8　　28　柿ノ木町．一丁目、札ノ辻町、紺屋町

　　　　　開　　町（国道筋を除く全域）
2　　20　広野町（小根尾．大開、尖山、宮谷、中島、丸山）

　　　　　丙大久保府営倖宅(1～20繍)

9　　29　内畑、西中、中村(国鉄以西)、大瀬戸(国鉄以西)、壇ノ東、西浦．熊小路、南端(国鉄以西)
10　　30　大林、梅林、芝ノ東（国鉄以西）西m一部
13　6/2　寺界道、古川、西田、北ノ庄、野添　谷前、西浦一部、梅林官有畑　大林一部

　　　　　広野,町（桐生谷、一里山、東裏、寺山．国道筋を除

　　　　　　　　　　く西裏・茶屋裏）5　　21　　大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、

　　　　　　　　　　久保）　　　　　西大久保府営住宅（21～32棟）

14　6/3　西浦一部、新開、平野府営住宅　析坂一部
15　6/4　福角(国鉄以西)、日皆田、岡本　上村、大八木島、笠取
16　6/5　重田一部、平町、一里塚、戸ノ内(櫃gi飛地)
17　　　　車田、丸山、出口(国鉄以西)、森本(国鉄以西)谷下り(国鉄以西)

　　　　　安田町（全域）
　　　　　伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中
　　　　　　　　　　ノ荒、ウトロ、南山）

6　　22回。れ昌乳成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派

　　　　　　　　　　出所前から近鉄踏切までの府道筋）　　一
　　　　　大久保町（田原、旦椋、平盛、井ノ尻、南ノロ一部）

19　　　　　硲角(国鉄以東)、折坂(府m以m、平野、一番割、二番割、三番割一部
20　　　　西浦(国鉄以東)、三番割、芝ノ東(府道両側)、南端(国鉄以東)
21　　　　芝ノ東(府道以東)、広岡谷、南山(A),中村(さつ含ヶ丘)
■T).　　　　南山(Ｂ)、金草原

白川・志津川・菟道・宇台・神明・広野町・開町・大久保町地域

　　　　　宇　　治(半白）　　　　　小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域．西山）
7　　23　羽拍子町（国道筋）

　　　　　伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山、毛語）

1　　23　販畏．一里山、桐生谷、開町、石塚(心華寺通り以東)、宮北一部
2　　24　小根尾、大開―部、尖山一部、官東mm荘本通り以西)、宮西　官北

　　　　　　野神、大谷、弐番(府道以南)、大谷山(権見町)、琵琶、若森(国鉄以南)．矢落(国鉄以南)、
6　　26　宮東m南荘本通り以東)

　　　　　　小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市
　　　　　　　　　　道筋以南の西浦）8　　24伊勢田町（遊田、砂田）

　　　　　　丙大久保府営倖宅(33～43捕)

7　　27　　ﾄﾞ居、善法、壱番、妙楽、宇文字、里尻(国鉄以m)、塔川
8　　28　蓮華、乙方．東内、又振．山田、紅斎、白川．金井戸、山本、荒棋、田中．大垣内、妙見、志津川

9　　29森本(国鉄以東)．段ノ上、薮里、東西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川､･中筋、
　　　　　　　　池山、谷下り(国鉄以東)、出口(国鉄以東)

　　　　　小倉町（蓮池．堀池、南堀池､.京銀前から南京信前
9　　26　　　　　　までの市道筋以北の西浦）

　　　　　伊熱田fST (南游田j

20　　　　　田原、井ノ尻、旦椋、平盛、南ノロ
　　　　　　北ノ山．山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋裏、久保、南ノロー部、西裏、寺山(国鉄以西)、
21　　　　寺山(翠光園団地)

　　　　　棋島町（全域）
10　　27　小倉町（近鉄以東の新田島）

　　　　　牢　　治(戸ノ内　蔭山　用鈴以升の御廟.天祐j
　　　　　　寺山、大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山(府道以南、市道以東)、中島、
22　　　　石塚(心華寺通'り以西)

　　　　　　木　　fi（平尾、須留、御蔵山、畑山田、御園、陣ノ
12　　28　　　　　　内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山

　　　　　　　　　　網　国詮以吏のIK巾・東巾■)

　　R　　ふ

　　R　　こ

㈱

　し尿収集地域の

　　　一部変更

　し尿収集地域の一部を、５

月から変更します｡従来の｢南
堀池(大和・田中)j･地域が

｢南堀池(大和)｣と｢南堀池
(田中・大和一部西２号通り

以北)｣に分かれますのでご
■±音≪-　(樋或墨糸笞理i日乙^

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

　　　　　　六地蔵（全域）
　　　　　　木　　幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦、

13　　29　　　　　　中村、南山畑、南山、南端、国鉄以西の正中

　　　　　　　　　　・東中）　　　　　　五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

1　　23　蛇塚.弐番(府道以北)．池森、米阪

　　　　　　北山A･ B ･ C ・D団地、中央台、西山(国道以西)、
2　　24神楽田(山中含む)

　　　　　　戸ノ内、矢落(国鉄以北ﾆ)、若森(国鉄以jﾋ)．里尻(国鉄以北)、小桜、
6　　26 南堀池(田中、大和一部西２号通り以北)

　　　　　　木　幡（熊小路）　　　　　　五ヶ庄（雲雀島、谷前、西田、古川．北ノ庄、西川

　　　30　　　　　原．壇ノ東、寺界道、野添、大林、梅林、西14　　　　　　　　浦、新開、平野、折坂．福角、－・二・三番

　　　　　　　　　　割、国鉄以西の芝ノ東、高峯山）
　　　　　　菟　　道（平町）

7　　27　吏目川　西目川　南落合(Q～３の通lotで）
8　　28　南落合(4の通り以降～13の通りまで)
9　　29　南TtK100~110、84～98、30～33)、大只団地、山際一部
10　　30　雨浦、西浦一部、神楽田一部(近鉄以M)

12　　31山際、半白．薗場(大川原板以北)、大幡、北内、門口、幡貫、
　　　　　　　郡、石橋(大川原線以東)

　　　　　　五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、

　　　　　　　　　　戸ノ内、京大宿舎）
　　　　　　菟　　道（平町を除く全域）

15　31　明星町（全域）
　　　　　　志津川（全域）
　　　　　　羽戸山1～4丁目　　　　　　宇　　治（山本、乙方、東内、又振．山田）

13　6/2　老ノ木、久保、西山(国道以東)、蓮池、寺内一部

14　6/3　東山ヽ天王ヽ蔭山ヽ吹前ヽ中川原(大川原線以東)ヽ　　　　　　十一(大川原線以東、国道以東)、十六(国道以東)、十八(国道以東)

15　6/4　寺内、西浦
16　6/5　南堀池(本通り以北)、南堀池(本通り以南)
17　　　　　南堀池(大和)、堀池

　　　　　　南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻、
19　　　　中ノ田、名木、浮面、安田町全域　　　　　　宇　　治CM尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、　　　　　　　　　　塔川、善法、東山、下居、琵琶、野神．弐番、

16　6/2　　　　　池森ヽ米阪ヽ矢落ヽ若森ヽ国鉄以南の天神）
　　　　　　天神台１～３丁目
　　　　　　白　　川（全域）
　　　　　　折居台（全域）

　　　　　　中山(近鉄以東)、大谷、西畑、中畑、春日森、一ノ坪、島前、
20　　　　大町、大川原、中川原(大川原線以西)、石橋(大川原線以西)
21　　　　　中山(近鉄以西)、毛語、若林
22　　　　　羽拍子町
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春の市民文化祭

　5月の燃えないゴミ・し尿収集日
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